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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から
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第
５
号
議
案

府
中
市
立
図
書
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

第
６
号
議
案

西
武
鉄
道
多
摩
川
線
多
磨
駅
に
お
け
る
自
由
通

路
整
備
及
び
鉄
道
施
設
改
良
に
関
す
る
施
工
協

定

第
２
号
議
案

府
中
市
附
属
機
関
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
15
号
議
案

平
成
31
年
度
府
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

不妊治療を支援する市独自の
助成事業を実施する考えは

都 の 動 向 な ど を 注 視 し
支 援 につ いて検 討してい く
必要があるものと考えている

再

犯

防

止

推

進

計

画

本

市

で

も

策

定

す

る

考

え

は

都
や
他
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま
え

計
画
策
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い

一般質問・常任委員会・特別委員会

　
こ
の
議
案
は
、
平
成
34
（
２
０
２
２
）
年
９
月
に
中

央
図
書
館
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
運
営
が
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
地
区
図
書
館
を
含
め
た
市
立
図
書
館
の

運
営
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

市
図
書
館
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
委
員
の
任
命
基
準
に

つ
い
て
は
、
公
募
市
民
等
か
ら
教
育
委
員
会
が
委
嘱

す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
協
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
た
後
、
31
年

度
末
を
目
途
に
運
営
方
針
の
全
体
的
な
方
向
性
を
市

と
し
て
決
定
し
て
い
き
た
い
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
地
区
図
書
館
に
お
け
る
今
後
の
運

営
方
針
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
意
見
も
聴
収
し
て
考

え
て
も
ら
い
た
い
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
紅
葉
丘
３
丁
目
42
番
地
に

お
い
て
、
多
磨
駅
の
自
由
通
路
整
備
及
び
鉄
道
施
設

改
良
に
関
す
る
工
事
を
施
工
す
る
た
め
、
西
武
鉄
道

株
式
会
社
と
協
定
を
締
結
す
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、
「
工
事
に
つ
い
て
は
、
線
路

を
ま
た
ぐ
歩
行
者
専
用
の
東
西
自
由
通
路
を
整
備
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
２
基
を

設
置
す
る
。
ま
た
、
駅
舎
橋
上
化
等
の
改
良
に
伴
い
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
基
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
１
基
、
更

に
は
旅
客
用
ト
イ
レ
な
ど
を
整
備
す
る
」
等
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
自
由
通
路
及
び
駅
舎
に
つ
い

て
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
ま
で
の
供
用
開
始
を
予
定
し

て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
市
福
祉
計
画
の
策
定
に
関
し
、
広

く
市
民
や
関
係
者
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
市
福
祉
計

画
検
討
協
議
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、
現
在
設
置
し
て

い
る
附
属
機
関
の
所
掌
事
項
の
見
直
し
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
新
た
に
市
福
祉
計
画

検
討
協
議
会
に
関
す
る
所
掌
事
項
、
委
員
の
定
数
及

び
任
期
に
つ
い
て
追
加
す
る
」「
市
文
化
振
興
計
画

検
討
協
議
会
及
び
府
中
市
都
市
・
地
域
総
合
交
通
戦

略
検
討
協
議
会
に
つ
い
て
は
各
役
割
を
終
え
た
た
め
、

廃
止
す
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
市
福
祉
計
画
検
討
協
議
会
の

委
員
構
成
は
、
各
審
議
会
・
協
議
会
や
市
内
福
祉
関

連
団
体
の
代
表
者
、
公
募
委
員
な
ど
合
計
16
名
を
予

定
し
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
意
見
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
委
員
を

選
択
し
て
ほ
し
い
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
予
算
の
総
額
は
、
２
３
３
億
１
３
３
２
万
円
で

前
年
度
に
対
し
て
０
・
０
４
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
被
保
険
者
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
税
、
保
険
給
付
費
等
交
付
金
等
と
な

っ
て
お
り
、
国
保
税
の
各
区
分
の
税
率
等
に
つ
い
て

は
、
改
定
後
の
新
税
率
等
を
用
い
て
積
算
し
て
い
る
。

　
一
方
、
歳
出
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
、

一
般
被
保
険
者
医
療
給
付
費
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
自
宅
で
簡
易
的
な
検
査
を
受

け
、
結
果
を
知
る
取
組
を
実
施
す
る
な
ど
、
健
診
受

診
の
動
機
付
け
を
行
い
、
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
の

事
業
も
行
っ
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
税
率
引
き
上
げ
に
よ
り
、
国
保
税

を
払
え
な
い
人
が
医
療
に
か
か
り
に
く
く
な
る
懸
念

が
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
」「
制
度
を
見
直
し
な
が

ら
進
め
て
お
り
、
相
応
の
負
担
は
必
要
と
思
う
た
め
、

本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
都
市
整
備
用
地

に
係
る
動
き
と
し
て
、
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
か

ら
事
業
計
画
の
検
討
に
お
い
て
、
施
設
の
開
業
時
期
が

平
成
35
（
２
０
２
３
）
年
以
降
に
な
る
見
込
み
で
あ
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
31
年
３

月
に
市
基
地
跡
地
留
保
地
利
用
計
画
検
討
協
議
会
か
ら

答
申
が
あ
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
目
指
す
べ
き
土

地
利
用
の
在
り
方
に
基
づ
く
土
地
利
用
の
方
向
性
や
整

備
方
針
等
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
国

立
美
術
館
か
ら
、
保
管
収
蔵
研
究
施
設
の
設
置
に
係
る

相
談
が
あ
り
、
土
地
利
用
方
針
の
テ
ー
マ
に
合
致
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
く
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、

西
庁
舎
南
側
は
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
５
月
に
調
査

が
完
了
し
、
32
（
２
０
２
０
）
年
度
に
は
既
存
庁
舎
周

辺
の
発
掘
調
査
を
全
て
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

西
庁
舎
南
側
は
来
庁
者
駐
車
場
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
修
正
設
計
の
実
施
に
つ
い
て
、
建
築
資
材
な
ど
の
再

積
算
や
法
改
正
に
よ
る
建
築
部
材
の
見
直
し
な
ど
、
完

了
し
た
設
計
に
対
し
て
必
要
な
修
正
を
加
え
、
施
工
業

者
の
選
定
に
向
け
て
適
正
に
更
新
す
る
。
修
正
作
業
の

実
施
期
間
と
し
て
は
、
31
（
２
０
１
９
）
年
６
月
か
ら

32
（
２
０
２
０
）
年
８
月
ま
で
と
し
、
改
め
て
建
築
費

の
概
算
事
業
費
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
早
期
改
築
着
手
校
で
あ
る
第
八
小
学
校
及
び
第
一
中

学
校
の
基
本
構
想
に
お
け
る
整
備
方
針
に
つ
い
て
、
第

八
小
学
校
で
は
校
舎
や
体
育
館
な
ど
全
て
の
改
築
を
行

う
と
と
も
に
、
新
た
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
設

置
す
る
と
し
て
お
り
、
第
一
中
学
校
で
は
校
舎
及
び
体

育
館
の
改
築
を
行
う
と
と
も
に
、
武
道
場
棟
に
つ
い
て

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
を
平
成
30
年
度
中
に
作
成
し
、
基

本
計
画
及
び
基
本
設
計
は
31
年
度
、
実
施
設
計
は
32

（
２
０
２
０
）
年
度
に
作
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
２
校
の
設
計
者
に
つ
い
て
、
選
定
方
法
を
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
し
、
契
約
期
間
は
31
年
３
月
下
旬

か
ら
33
（
２
０
２
１
）
年
３
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い

る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

服
部

ひ
と
み

議
員（
共
産
）　
不

妊
治
療
は
、
精
神
的
負
担
に
加
え
、

経
済
的
負
担
が
大
き
く
、
特
に
体

外
受
精
な
ど
の
特
定
不
妊
治
療
は

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
、
高
額

な
治
療
費
が
必
要
に
な
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
国
や
都
の
特

定
不
妊
治
療
費
の
助
成
額
に
加
え
、

独
自
の
費
用
助
成
を
実
施
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
が
、

都
内
で
の
実
施
状
況
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
都
内
で
の
実
施

状
況
は
、
平
成
29
年
度
実
績
で
、

12
区
、
10
市
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
本
市
に
お
い
て
も
、
不
妊

治
療
を
支
援
す
る
独
自
の
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
を
実
施
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
考
え
は

な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
都
か
ら
は
、
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
お
け

る
所
得
要
件
の
緩
和
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

本
市
と
し
て
は
、
都
の
動

向
な
ど
を
注
視
し
、
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

他 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

西
村

陸

議
員（
公
明
）　
罪
を
犯

し
た
人
の
再
犯
防
止
に
向
け
た
本

市
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長
　
市
町
村
再
犯
防
止
等
推
進

会
議
に
加
え
、
矯
正
施
設
所
在
自

治
体
会
議
の
設
立
に
向
け
た
発
起

人
会
議
の
構
成
員
と
な
り
、
情
報

交
換
や
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
両
会
議
に
お
け
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
つ
つ
、
府

中
地
区
保
護
司
会
な
ど
の
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
罪
を
犯
し

た
人
な
ど
が
円
滑
に
社
会
復
帰
で

き
る
よ
う
、
地
域
社
会
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
他
自
治
体
で
は
再
犯
防
止

等
に
関
す
る
条
例
を
策
定
し
、
都

に
お
い
て
も
再
犯
防
止
推
進
計
画

の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
と
聞
く
。

　
加
害
者
も
被
害
者
も
生
ま
な
い

府
中
市
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、

本
市
で
も
条
例
や
計
画
を
策
定
す

る
考
え
は
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
条
例
制
定
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査
・

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
都
や
他
自
治
体
の
動
向
を
踏

ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他 

寝
具
乾
燥
事
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を


